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日本藻類学会第 11聞大会プログラム

第 1日目(3月30日)

9 : 05 大会会長挨拶 坪 由宏

講 演(午前の部)

9 : 15 (1) フィジー産 Bornetellasp. について

笠原均(京大・農・熱農)

9:30(2) フィリピン新産ホンダワラ属5種について

ロメオ B.モデロ， Jr. (京大・農・熱農)

9 : 45 (3) 瀬戸内海産 Sticりosiphonsp. (褐務，ウイキョウモ目)の生活史と分類について

川井浩史(北大・理・植物)

10 : 00 (4) 北海道風蓮湖産の禍藻 Laminariasaccharina (L.) LAMOUR.について

川嶋昭二(北海道函館水試)

10:15(5) 隠岐島産 Gymnothamnionelegans (SCHOUSBOE) J. AG. (紅泌，イギス科)について

梶村光男(烏根大・理・臨海)

10 : 30 (6) 3種の特異形態のソゾ腐植物出現から属の分布，種の分化を吟味

斎藤議(北大・水産)

10 : 45 (7) Batrachospermum macrosporum MONTAGNEの果胞子体の発達と果胞子の発芽

0熊野茂*・ネッシイ O.， Jr. ** (*神戸大・理・生物**パウリスタ大・文理・植物)

11 : 00 (B) 淡水紅言葉シマチスジノリの生殖器官と果胞子体形成過程

0吉崎 誠ホ・右田清治紳(*東邦大・理・生物**長崎大・水産)

11:15 (9) 接合藻 Closteriumehrenbergiiの群閥雑種の形態と交配型

0笠井文絵本・市村輝宜紳(*国立公害研，特東大・応微研)

11 : 30 (10) Volvox carteri STEINと Goniumviridistellatum M. WATANABE (緑藻・オオヒゲマワリ目)の奥

なる産地聞の交雑接合子の崩壊について

野崎久義(慶応義塾高校)

展示講演

11 : 45 (11) カジメ葉状部の生育サイク Jレ

OR. J. Haroun*・横浜康継紳・有賀祐勝*(*東京水産大・植物，料筑波大・臨海センター)

(12) 糸状接合藻のホモタリズムについての一考察

浜田仁(富山医薬大・医)

12: 00.....13: 15 (昼休み)

講 演(午後の部)

13: 15 (13) Nitzschia obtusa W. SMITHの3変種について

0小堀普繭・小林弘(東学大・生物〉

13: 30 (14) Gyrosigma spenceri (QUEK.) GRIFF. & HENTR. と G.trocerulI/ Hu訂.について

0石井俊治・小林弘(東学大・生物)

13: 45 (15) Navicula cり，ptocφhalaと N.venetaの変異について

0小沢淳子・小林弘(東学大・生物)

14: 00 (16) 本邦新産の淡水藻類プラントンの l種 CoronastTumlunatu 11/ (緑藻，クロロコックム目)について
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私山優(島根大・教育)

14:15(17) アラスカ新産の黄金藻

0高橋永治*・J.HILGERT料.V. ALEXANDER帥*(*神戸大・理・生物**アラスカ営林

局***アラスカ大)

14: 30 (18) 紅務ヒビロウドの培養

能登谷正治(青森県水産増殖センター)

14: 45 (19) 内生緑藻アワミドリの生活史と宿主海?凝との二藻培養

0飯間雅文・舘脇正和(北大・理・海藻研)

15: 00""，15: 15 (休憩)

15 : 15 (20) タマハハキモクの仮根形成l乙及ぼすお1s{と塩分の影響

小河久朗(東北大・農・水産)

15 : 30 (21) エゾヤハズの四分胞子発生!r及ぼす tunicamycinの影響

大森長朗・ O根木由美子(山陽学園短大・生物)

15 : 45 (22) 雌雄同巣の褐務ヒパマタとエゾイシゲの人工受精

O若菜勇・舘脇正和(北大・理・海藻研)

16: 00 (23) 多核細胞性緑藻の胞子形成における細胞骨格の動態

石川依久子(阪大・教養・生物)

16 : 15 (24) 管状緑藻の細胞壁7 ンナンの単離およびその性質

。林達之・前田昌徹(崎玉大・理・生化)

16: 30 (25) コンブの卵は鞭毛を持っている

0本村泰三・阪井興志雄(北大・理・海藻研)

16: 45 (26) ブラシノ藻 Pterospermacristatumの細胞分裂の微細構造

金築祥子 .0堀燭i三・井上勲・千原光雄(筑波大・生物)

17 : 00""，17 : 15 (休憩)

総会 ( 17:15-18: 15) 

懇 親 会(京大教養部生協吉岡食堂.18: 45-20 : 30) 

第 2日目(3月31日)

講 演(午前の部)

9 : 00 (27) 石膏ボ ルによるノリ養殖セット内の潟水流動量測定について

鍋島靖信(大阪水試)

9 : 15 (28) Eucheuma (キリンサイ属)の養殖について

0大野正夫・ C.OROSCO (高知大・海洋生物センター)

9 : 30 (29) 緑藻ミルの管状糸再生を利用した養殖

0四井敏雄*・右田清治特・平戸雄一料(キ長崎水試，特長崎大・水産)

9 : 45 (30) 体再生による数種海藻の養殖

0右田清治・島松直樹(長崎大・水産)

10 : 00 (31) 褐藻アラメおよびカジメ幼体の光合成特性と日補償点の推定

0前川行幸・窪田和四郎(三重大・水産)

10 : 15 (32) ウミトラノオとアカモクの昼間光合成に関する研究

0高 1111山・締崎勇(京大・幾・熱農)

10 : 30 (33) 温排水による海藻植生の変化について

太田雅隆(海生研)

10 : 45 (34) 植食動物の摂食活動に対するエゾイシコaロモの抵抗性
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藤田大介(北大・水産・植物)

11 : 00 (35) 琉球列島における無節サンゴモの深度分布について

井龍康文(東北大・理・地質)

11 : 15 (36) 初夏の山陰海域における流れ務の出現種

池原宏二(日水研)

11 : 30 (37) 土佐湾におけるヒラネジモクの生態について

0木村 匡・大野正夫(高知大・海洋生物センター)

11 : 45" ，13 : 00 (昼休み)

講 演(午後の部)

13: 00 (38) 異なる条件下で生成したユーグレナのパラミロンの分解特性 (2報)

0角田修次*・長船哲斉*・長谷栄二**(*東京医大・微生**帝京大・医)

13: 15 (39) 同調培養クラミドモナスの葉緑体核様体の観察

江原友子事・小笠原 差是*・長船哲斉*・三原佐代子**・長谷栄二料* (*東京医大・微生，

**東大・応微研***帝京大・医)

13: 30 (40) 葉緑体ヌクレオイドからみたイデユコゴメの系統

0長島秀行・福田育二郎(東京理科大・理・坐物)

13: 45 (41) 藍藻スチゴネマ科の新浮遊性種について

渡辺真之(国立科学博物館・植物研究部)

14 : 00 (42) 単細胞緑藻ドナリエラの Mg境環境下における生長IC及ぼすカノレ、ンウムイオンの影響

0藤井修平・山本良一・高田英夫(帝塚山短大)

14 : 15 (43) 淡水産藻類iζ対する塩素イオンの影響一短時間でおきる生理活性状態の変化について

日野修次(北海道公害研・水質)

14: 30 (44) 付着珪務 Achnanthesminutissimaの重金属耐性一銅イオンについて

渡辺 信*・竹内裕一帥・高村典子**(*国立公害研・水質，料国立公害研・生物)

14: 45 (45) 木崎湖における Anabaenamacrosporaの増殖に対する制限要因

0清沢弘志・渡辺泰徳(都立大・理・生物)

15 : 00 (46) Chromulina rosano刀ii(黄金務)による水の筆

0大石英明*・矢野 洋**・伊藤裕之紳・中原正展紳(*神戸市環境保健研，紳神戸市水

道局)

15 : 15 (47) 津軽卜二湖湖沼群の陸水生物学的研究(予報)

0斎藤捷一*・市村 治*・古111-夫キ・横山朝子キ・福士正一**・清水透***・日野修

次材料(*弘前大・教育**青森市役所*料水処理研*紳*北海道公害研)

15 : 30 (48) 帝釈川および福桝111(広島県)の付着珪藻類組成

0半田信司*・中野武登**(*広島県衛連**広島大.l型・植物)

l凶5:4必5(ω49め) 南極産蘇類 Gri巾'itかFη附7

O大谷修司.神悶啓史(国立極地研)

編集委員会:3月29日 14: 00-15 : 30 

評議員会:3月29日 15:30-17 : 00 

ワークショップ(海藻採集会): 3月31日(16: 30 会場前集合)， 4月1日-4月2日
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.会場案内

会場:606京都市左京区吉田近衛町

京都大学楽友会館 TEL. 075-751ー1100

講演室

2F 

楽 友 会 館 会 場 案内図

至

市バス
206番

東海道線

車

至大阪

.交通

1.国鉄京都駅北口より市バス A2のりばから， 206番で近衛通り下車(約30分)。

2.阪急四条河原町駅より市ノfス北側のりばから，または，京阪四条駅より市ノぜス南陸向かいのりばから，

201番または31番で近衛通り下車(約20分)。
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日本蕩類学会第11回大会議演、要旨

(1)笠原均:フィジー産 Bornetellasp.につ

いて

南太平洋フィジ一国ピチレプ島で縁部ミズタマ属

(Bornetella)の新種と恩われるものを採集した。

乙の種はミズタマ属(緑藻類・カサノリ目)のc1a.

vate type に属する。これには 3種が報告されている。

乙の 3種は primarybranch 1乙形成される胞子裂の数

と，その中lζ形成されるシストの数によって区別され

ている。 B.clavellina TANAKAは胞子褒が 1-2個で，

その中のシストは16-初である。 B.nitida (HARVEY) 

MUNIER-CHALMASは胞子襲が 1-2個で，シストは

50までである。 B.oligospora SOLMS・LAUBACHは胞子護

を5-15形成し，シストは 5-10である。

今回報告の藻体は，各 primarybranch Iζ胞子裂を

4個形成し，シストは40まで含んでおり，既知の 3種

と明らかに識別される。また，中軸の直径， primary 

branchの直径及び secondarybranchの直径が既知

の3種よりかなり大きく，さらに藻体が顕著に屈曲す

るなどの特徴をもっている。(京大・農・熱農)

(2) ロメオ B.毛デロ， Jr. :フィリピン新産ホンダ

ワラ属 5種について

現在まで，フィリピンからホンダワラ属として5H霊
が報告されている。演者は23種を同定確認するとと

ができた。そのうち， 5種， Sargassum angustifolium 

(TUR阻 R)J. AGARDH， S. Plagiophyllum (MERTENS) 

AGARDH" S. parvivesiculosum TSENG and Lu. S.51ピ'artzii

(TURNER) 1-AGARDH， S. sp.が新産種である乙とを明

かにした。乙れら 5種の性比については:前2種は雌

雄異株，第3番目の種は雌雄同株，後2種は雄性異

察;成熟期については:S. slcartziiとS.plagiophyllum 

は雨期に，他の 3種は乾期に;CORDERO (1980)によ

る地理的分布区分による分布については:S.sp.は町

地区lζ，S. parvivesiculosumlまI地区11:，他の 3種は全

地区(I-V)に分布する。(京大・農・熱農)

(3) 川井浩史:瀬戸内海産 Stictyosiphonsp. 

(褐譲，ウイキョウ目}の生活史と分類について

本種は山口県屋代島の水深約 3mのコンクリートプ

ロックに着生し， 3-4回不規則に分校する円柱状

で，高さ約 25cmI乙達する。藻体は数個の大きな髄層

細胞と 1-2層の小さな皮層細胞から構成され，褐藻

型の毛を有する。成熟した個体は皮層細胞から自成す

る円錐形の複子襲を有し，先端付近では藻体のほぼ全

体が複子饗に変成する。

複子嚢由来の遊走細胞は西洋梨形で， 1個の色素

体，眼点，側生する 2鞭毛を有する。遊走細胞はしば

しば完全に分離せず2-数個が癒合したまま放出され

る。遊走細胞聞で接合は確認されなかった。遊走細胞

は発芽後飽割分校糸状体iζ発達し，その上に直接，直

立藻体を生ずる。直立藻体ははじめ単列で頂端iζ毛を

有するが，やがて縦の隔壁を生じ，髄層細胞を分化し

母藻と似た分校した円柱状になる。発達した直立藻体

は高さ約 20cmになり，複子褒を生じる。また特i乙低

温短日条件下では単子嚢を生じる。複子饗の形状は円

錐形から披針形まで変化にとむ。

以上の特徴から本種はウイキョウモ目， Stictyos伊h・

on属l乙属すると考えられるが，山田(1953)の報告し

ているサメズグサ (Kiellmaniaarasakii)とも強い類縁

がみられる。しかし，複子畿の形状，遊走細胞の初期

発生等で異なる点もあり，さらに検討を要する。

(北大・理・植)

(4) 川崎昭二:北海道風道湖産の褐藻Laminaria

saccharina (L.) LAMOURについて

風建湖は北海東部の根室湾奥lζ位置する海跡湖(周

囲 65km，面積 50kmりで，外海に通ずる湖口附近で

水深 10mあるが，湖央を通るミオ筋以外の大部分は

1mと浅く，腐植性砂泥質でアマモが生育する。 1985

年7月， 11月および1986年5月の 3回，湖口より 6-

7 kmの走古丹附近のミオ筋(幅約 150m，深さ 4-

5m)内に生育するコンブをドレッヂ採集しその形態

を調べ分類学的考察を行なった。コンブはすべてアサ

リ員などの貝殻に細い繊維状線で付着している。葉体

は7月が最大で，茎長平均14(最大21ー最小9)cm， 

葉長141(192-112) cm，葉幡10(12-8) cmあっ

た。 5月と11月は7月と比較して茎長はほぼ同じ，葉

長は約 40cm短く，葉幅だけは 5月が13 (18-9) 

cmと最も広かった。茎はやや偏圧，長径 4-7mm，

短茎 3-5mmあり，皮層中l乙粘液腔道がない。葉は

線状披針形，基部円く，稀にやや心形，全縁，中帯都

は葉幅の約3分の lあるが極めて不明隙，時にその両

側に沿う 2列のくぼみあり， L5-2mm厚く，縁辺は



波縮せず，皮層中IC粘液腔道がある。子褒斑は中帯都

両面lζ帯状か不規則な斑状lζ生じ，各月とも新，旧斑

がある。再生はっき出し型で， 11月lζ始まり 5)~は若

い新葉の先lζ旧葉の残片を附ける。標本をサハリン，

カナダ西岸，フランス，西ドイツ沿岸の Laminaria

saccharinaと比較検討した結果， Helgoland産標本lζ

類似し，また TURNER(I 81 I)の図lζ良く一致した。

(北海道函館*試)

(5) 梶村光男:隠岐島産 G，明nothmnnionele-

gans (SCHOUSBOE) J. AG. (紅藻，イギス科)に

ついて

雌性成熟校は直立枝の主軸関節IC対をなして形成さ

れる。雌性成熟枝の先端直下，まれに第3位の関節lζ

プロカルフ。が形成され，雌性成熟関節は周心細胞を l

個又は 2個生じ，下位の第 l周心細胞が発達して支持

細胞となり，その下位から 4個細胞から成り，上方lζ

屈曲した造果枝を l個生ずる。造巣器は長さ約 60pm

の直線的な受精毛を有する。造果枝形成初期 IC支持

細胞から中性細胞を l伺生ずる。乙の中性細胞は先

端IC早溶性で単細胞，無色の毛をI:本有し，その長さ

は 40μmIC遥する。受精後，支持細胞から成熟枝の

先端方向に助細胞を l個生じ，造果器は原形質連絡に

よって助細胞と連絡する。助細胞は更に発達して l個

乃至数個のゴニモロープを各方面IC生じ，ゴニモロー

ブは順次成熟して，ほぼ倒卵形を呈し，その第 l細胞

を除く全細胞が直径 15-40μmの果胞子のうとなる。

のう果lζ沓糸はない。(島根大・理・臨海)

(6) 斎藤譲 3種の特異形態のソゾ属植物出現か

ら属の分布，種の分化を吟味

私る以前，ハワイの Laurenciaソゾ属植物17種を明

らかにしたが，そのうち14種は日本を含む太平洋西部

にも産することが明らかだったのに，アメリカ側にも

産する乙とが知られていたのは l種だけだった，とい

う事実から，本属の西方への分布拡大と種の分化は平

行して起ったのではなかろうか，と考え始めた。さら

に北アメリカ太平洋岸には，ハワイや日本のソゾ腐と

は相違点が著しく多く，特異な形態のスベクタビリス

群のソゾ属 7種が知られること，その特異な形態IC到

る途中段階の型とも見なされる L.pinnatifidaが太平

洋i乙分布すること等が最初のベた「西方への分布拡大

と種の分化」の見かたを裏づけるものと考えた。数年

前 L.pinnatifidaと類似した形態の種 L.hyurida につ

いてはこ乙で話したが，分回はフランスの MAGNE
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(1980)，ヴェネズエラの RODRjGUEZ-deRios (1981) 

らの報告した四分胞子襲原基の切り出し万は太平洋西

部の種と同じで，その配列は平行型でありながら表皮

細胞相互関lζ原形質迎絡を欠く 2種，また私がかつて

(斎藤， 1973)存在を予言したことのある四分胞子褒

原基を向軸，背軸の両方向lと切り出すものが l種，たし

かにウeエネズエラ iζ出現したとの報告。 (RODRIGUEZ-

de Rios， 1981)を受けて私の考えを吟味したいものと

思う。(北大・水産)

(7) 0熊野茂*・ネッシィ O.，Jr.料:Batracho・

spe抑制onma町 osporumMONTAGNEの果胞

子体の発達と果胞子の発芽

ブラジル ノマラナ州，サンノfウロ州，アマゾナス

州から採集された標本iζ基づいて，Botrachospermum 

macroゆorumMONTAGNEの造果器をつける校，果胞子

体の発達，そして果胞子の発芽を観察した。

器下栄養細胞はロゼット状lζ発達する。造果器と器

下栄養細胞との問の原形質連絡が特lζ顕著である。

造胞糸は受精した造果器より発出し，果胞子嚢を頂

生する。果胞子は巨大で，果胞子護内またはその傍で

発芽する。 2-3細胞の発芽体で， Chantransia期の

始原は，多くは，発芽体の 1:寄目の細胞から，時i乙2

蒋目，稀lζ3-4番目の細胞から発出する。 5-14細

胞からなる Chantransia期の幼体上IC単胞子が観察さ

れた。

Batrachoゆermu/ll /Ilacrosporu/Il と B.hypog)'nu/Il にみ

られる，ロゼット状の梼下栄養細胞を持つ形質はカワ

モヅク属の他のどの節にもみられない形質である。近

い将来，乙れら 2種のための新しい節が考えられる。

ゲ神戸大・理・生物**パウリスタ大・文理・植物)

(8) 0吉 崎 誠h 右田清治榊:淡水紅藻シマチス

ジノリの生殖器官と果胞子体形成過程

チスジノリ植物は真正紅藻類カワモズク目チスジノ

リ科のメンバーで，温僧・亜熱帯と熱帯域iζ広く分

布し， 8 -10種を含む。我国にはチスジノリ (Thorea

okadai YAMADA)と，シマチスジノリ (Thoreagaudi-

chaudii C. AGARDH)の成育が知られている。昨年，吉

曲者は鹿児島県菱刈町湯之尾より得たチスジノリの峰雄

両生殖器官と，果胞子体形成過程を明らかにした。今

回，演者らは沖縄県具志頭村で得られたシマチスジノ

リの生殖器官と，巣胞子体形成過程を明らかにする乙

とができたので乙こに報告をする。観察結果は次のよ

うである。1)体構造は，髄部と皮層部とからなる多納
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型である， 2)単胞子形成は周年観察された， 3)有性生

殖器官は，水温20"C以上でその分化が見られ，雌雄同

株である， 4)精子様は長い同化糸の基部近くに生じた

短い同化糸lζ総状に生じる， 5)造果器は細長いとっく

り型である， 6)受精後，造果器から直接造胞糸を生じ

る， 7)造胞糸は最初髄部l乙向かって成長するが，やが

て同化糸の聞をぬって成長し，結果的iζ拡散型の果胞

子体を形成する。以上の結果をチスジノリの観察結果

と比較する。また湯ノ尾産のチスジノリの生殖器官の

季節的消長についても述べる。

(*東邦大・理・生物**長崎大・水産)

(9) 0笠井文絵h 市村輝宜帥:接合藻 Closte-

rium ehrenbergiiの群聞雑種の形態と交配型

ミカヅキモ C.ehrenbergiiでは，交面群聞の接合子を

発芽させた場合，子孫の生容率は極めて低い。しかし

稀に生存する雑種が親の交配群とは異なる生息場IC適

応し，自然集団を確立する可能性は十分に考えられる

が，とれまでに天然から雑種株は得られていない。野

外における雑種集団の調査には各交配群闘の雑種の形

態等の性質を明確にする必要がある。そ乙で交配群

A， B， Hの多数の組合せの群間交配を行い，得られ

た比較的増殖の良い雑種株についてその性質を調べ

た。雑種株は概して親株より大きく，両親の属する交

配群のサイズの範囲をとえるものもあった。 AB聞及

びAH聞の雑種株は， A鮮の一部の株が示す podoli-

cum様の細胞先端を示した。 BH聞の雑種株は，両親

の形態が類似しているために雑種化による形態の変化

は認められなかったが，どちらの場合も細胞の湾曲度

は増す傾向がみられた。これらの乙とは，雑種細胞で

は両親の染色体が混合され，染色体数はどちらの親よ

りもより多く受けついでいるととを示していると考え

られる。これは，雑種接合子の減数分裂では染色体の

分離異常が起り，子孫への均等な染色体の分配が起り

難いととが知られているが，不均等分配の時IC必須の

染色体を失った場合より余分な染色体を含む場合の方

が生存する可能性が高いためであろうと考えられる。

得られた雑種株の交配型は 1株がプラスで他の7株は

マイナスであった。本藻ではマイナスの交配型遺伝子

が優性と考えられる乙とから，親の染色体数より余分

の染色体が多くなる程雑種株の交配型が7 イナスlとな

る確率が高くなり， ζの結果はそれを反映していると

思われる。(*国立公害研，料東大・応微研)

(10) 野崎久義:Volvox carteri STEINと Go・

nium viridistellatum M. WATANABE (緑藻・

オオヒげマワリ目)の異なる産地聞の交雑接合子の

崩壊について

本邦の異なる産地における Volvox carteri (日本植物

学会第50回大会発表)と Goniumviridistellatum (日本

務類学会第10回大会発表)の形態的差異は連続的な面

が見られたので，産地聞の交雑実験を試みた。

V. carteriでは兵庫県産の雄と神奈川県産の雌との閥

だけに交雑接合子ができる乙とが判明した。乙の接合

子は受精後約 1週間でほぼ正常な形態の赤褐色の成熟

したものとなる。しかし，乙れを発芽条件にすると，

6日以内lζ91%のものが墜の中の原形質を収縮・崩壊

させる。 5%のものは発芽をするが，その後生存はし

ない。

G. viridistellatumの沖縄県産の株と神奈川県産の株

との聞の有性生殖の反応は開始時間は遅れるものの，

ほぽ正常に進行し，細胞墜をもっ休眠接合子となる。

しかし，多くの交雑接合子はそのまま赤褐色の成熟し

たものとはならず，休眠後 2日目から，中味の原形質

を崩壊し始め，最終的には細胞墜をも崩壊する。

以上の様な交雑接合子の崩壊は，異所的lζ(または

生態的!C)隔離された株聞の遺伝的差異が，人為的な

交雑という手段によって引き出された現象と考えら

れ，乙れら 2積の異なる産地闘では，遺伝的交流はな

いものと推測される。(慶臆義塾高校)

(11) 0 R.J. HAROUN* .横浜康継**・有賀祐勝*: 

カジメ葉状部の生育サイクル

わが国中部太平洋沿岸から九州沿岸にかけ漸深帯l乙

生育するカジメの現存量は，夏季に最大となり，冬季

lζ最小となるが，乙れは葉状部の季節変化に基づいて

いる。カジメ葉状部の年間の生育サイクJレ (annual

growth cycIe)を明らかにするため，伊豆下回の鍋田

湾において毎月 l囲10個体の試料を採取し，側葉の

数，長さ，及び単位面積あたりの乾重量を測定した。

各月とも採取した試料についてかなりの個体差が認

められたが，試料10個体について平均値を求めた結

果，次のような傾向が明らかになった。側業数は17-

28であったが，長さ IOcmIζ達しない若い側葉の数

は0-7で春から夏i乙向って少なくなり，秋から冬iζ

向って多くなった。側葉長は第10-17葉で最大値を示

し (22-56cm)，7月iζ最大， 12月iζ最小であった。

単位而積あたりの乾重量は，側葉の生長lζ伴って6-

19m9/cm2と増加し，子饗斑が形成された場合 (7-



12月)には 15-25mg/cm2 となり，冬~春は低く，

子褒斑をもっ夏~秋lζ高くなった。以上の結果lζ基づ

き，カジメ葉状部の生育サイクJレを，(目新しい側葉の

形成が盛んな時期， (2)側葉の生長の盛んな時期， (3)側

葉lζ子褒斑が形成され肥厚が著しい時期， (4)成熟した

側葉の衰退の時期などに区分するととを試みた。

(*東京水産大・植物，紳筑波大・臨海センター)

(12) 演回 仁:糸状接合蕩のホモタリズムについて

の一考察

糸状接合藻のアオミドロにおいては， 2ケの配偶子

が接合子を形成後， 2つの核は減数分裂の前期迄別#

のままでいる。と乙ろが乙の前期の 2核の各今で染

色体はニ価染色体となるので，元の配偶子や栄養細

胞そのものが二倍体であった事になる(lIARAnA & 

Y AMAGISHI 1984)。事実アオミドロでは，仁形成染色

体は2ケ，全染色体数が偶数のものが多い (GODWARD

1966)。又動原体は分散的で還元分裂は後還元である。

以上の事を総合すると 2倍体のアオミドロにおいては

必ずホモタリズムになるものと遺伝学的に推定出来

る。即ち仮に初め2株がヘテロタリズムで各々+とー

の遺伝子を持つ染色体を 2ケづっ有すると (+¥+2と

-'-2)'減数分裂前の染色糸復製を経て接合子の中で

前期には各々の核で+，+，と +2+2，-，-，と -2-2

が対合し，これらの核が核融合を行ってから中期とな

る。第 1還元分裂は均等的分裂なので後期には普通

+'+2 -'-2の染色糸を持つ核が2ケ出来，第2還元

分裂後， +l-h +2-2'又は +'-2'+2-'などの核

が出来る事になり，いずれにしても+株と一株の由来

の性染色体を 1ケづっ持つ事になり，ヘテロタリズム

は維持出来ない。糸状藻でもヘテロタリズムはあると

思われるが，その時は，栄養細胞の染色体数は奇数で

性染色体についてヘミザイゴートではないかと考えら

れる 。(富山医薬 大 ・ 生 物 )

(13) 0小堀晋爾・小林弘 :N itzschia obtusa 

w. SMITl王の 3変種について

VANLANDINGAM (1978)のCatalogueof Diatoms I乙

ると， N.obtusa I乙は14変種と l品種が記されてい

るが，演者らは，乙れらのうち vaι SChlほillfurthii

GRUNOW， var. scaltelliformis G民UNOW，および新変

種と思われるものを含む材料を得た。

3変種とも，電顕的には，管状縦溝の外裂口は殻の

中心で内側i乙向って大きくまがって終り，外裂口の両

側iζは他の胞紋より大きくて長い胞紋列が脊在すると
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いう共通性が見られた。 var.SChlL"einfurthiiは，殻長約

300μm，殻幅約 8μm，の大形の殻をもち，条線数は

10μmあたり約30で，丸くなった殻端をもっ。胞紋の

断面は，やや中央がふくらんだ長方形で，胞紋は殻の

内側iζ於て開条線よりも低い位置で薄皮によって閉塞

されていた。 var，scaltelliformisは，殻長約 90-100

μm，殻幅約 8μm，条線数は約30で斜に切れた殻端を

もち，胞紋は売買の内側に於て開条線よりも低い位置で

薄皮によって閉塞されていた。また， Hus世間(1921) 

が A.SCHMIDT ATLAS T 336， f-22 I乙var.scaltellifor-

misとしてあげているものと同じ殻形のものは，胞紋

の断面が紡錘形をしており，胞紋は，殻の内側i乙於でほ

ぼ開条線と同じ平部で薄皮によって閉塞されていた。

(東学大・生物)

(14) 0石井俊治・小林弘 :Gyrosi伊 faspen-

ceri (QUEK.) GRIFF. & HENTR.と G.pro・

cerum HUSTにつ4、て

G. stenceriと G.trocerumの2種は，前者はやや太

め，後者はやや細めという違いはあっても，殻の大き

さ，条線数共iζ互いによく似ていて光顕では非常に区

別しにくい上，しばしば両者が混在して出現するの

で，同定のむずかしい種類と言える。今回演者らが用

いた試料は，埼玉県武蔵丘陵森林公園の菓屋沼および

埼玉県東松山市の悪太郎沼から採集したものである

が，そのどちらにも混在して出現した。

G. trocerumはHUSTEDTによって記載された新参

の種(1956)で，原著者の HUSTEDTも， G. kuetzingii 

( = G. stenceri)と非常によく似るとしているように，

SEMでの観察においても，乙の 2種は非常によく似

ており，殻端部の構造 lζ若干の違いが見られるに止

まった。

すなわち，遜常 Gyrosigma属では殻縁をめぐるー列

の特殊な胞紋列があり，さらに殻端縁lζー列の小孔列

がある。殻の内側からみて， G. spenceriでほ極節が大

きく片側l乙伸び出し，殻縁胞紋列を切るのに対し， G. 

trocerumでは極節は小さく，殻縁胞紋列を切るような

乙とはない。殻端小孔列はどちらにも見られた。

(東学大・生物)

(15) 0小沢・淳子・小林 弘 :N avicula crypto・

cephalaと N.venetaの変異について

KtlTZINGは， 1844年， Die KieseIschlagen BaciIIari-

en oder Diatomeenで， Navicula cりlttocethala，N. 

venetaを原記載した。その後， HUSTEDT (1930)， 
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PATRICK (1966)などは，N. venetaをN.cryptocψhala 

の変種Icfgとし， LANGE-BERTALOT (1979)は，これ

を種l乙復活させている。

本邦では，N. cryptocephalaと同定できるものは，

多々良沼，鵜の池，穴塚大池，南浅川なと、で見つかっ

た。 N.venetaと同定できるものは，淡水の船岡川，恩

田川，鶴見川，三JlIJ11，西独のホルスタイン湖など

で，また，塩水の嶺鉱泉でそれぞれ相当量出現した。

今回乙の 2種について，ラッフェの中心孔，宍端lζ

見られる小孔の列，付加肋などに着目して SEMによ

る観察を行ったと乙ろ，N. cヮ'ptocephalaは，比較的安

定した形質を持っていたが，N. venetaでは幅広い変異

が認められた。しかし，両者の聞には明らかな違いが

見られたので，N. veneta I乙独立の種とするのが妥当と

思われる。 N.venetaでは，塩水産のものは大型で淡水

産のものと光顕的には大きく異ってみえるが，そのど

れもが，中心孔のスタッフ側に特徴的な突起を持つな

どの共通性が認められた。なお，乙の 2種とも， valvo-

copulaは，長短2枚の bandでできていたが，この

形質は，乙れらを含む一群の分類群l乙見られる特徴的

な形質と考えられる。(東学大・生物)

(16) 秋山 優:本邦新産の淡水藻類プランクトンの

1種 Coronastrmnlunatmn (緑藻，クロロコ

ックム目)について

Coronastrum属は， THOMPSON (1938)によって設立

され，緑務類クロロコックム目に所属する 4細胞を単

位とするシノピウムよりなる藻類である。 typespecies 

としては，アメリカ，カンサス産の C.aestivaleが

知られており，その後 FOTT(1947)はボヘミヤから

C. clliPseudeu mの産出を，さらに FLINT(1950)はイ

ギリスから C.anglicumの産出を報告をしている。そ

の後， THOMPSON (1950)はアメリカlζ於ける C.elゆ-

seudeumの産出を認めるとともに新種として C.luna-

tumを記載しているが，その後本種については type

locality以外からは全く知られていない。

演者は，最近島根県下の三瓶山浮布池から C.luna-

tumと考えられる藻類を得たので，既知の三顧と本種

との比較形態学的な知見について報告する。

(島根大・教育)

(17) 0高橋永治*・ J.HUGERT判 E ・v.ALEXAN-

DER*制・:アラスカ新産の賞金藻

1985年8月26EIから29日，アラスカ北概閣にある

TOOLIK湖沼群 (68'30'-68'45'N， 148・50'-149・40'

W)における言語類相の調査を行った。アラスカ湖沼産

黄金藻類は， 1961年から 1971年までの HILLIARDや

ASMUND による電顕を使用した研究によって，マロモ

ナス科やジノプリオン科所属の18属 119種類が記録さ

れている。 1971年以降に賞金藻の分類は，パラピソモ

ナス属の新種約30の発見とパラピソモナス科の創設や

新種9を含むスピニフェロモナス属の創設など大きな

進展をみた。今回の調査は，アラスカ藻類相の再検討

を目的としたo:TOOLIK湖の周辺の12の湖沼から，

黄金藻7 ロモナス科とパラピソモナス科の6属36種類

を見出した。そのうちアラスカ新産の属は 2: Spini-

feromonasと Polylφidomonas;新産積は Spiniferomo-

nas 10， Paraphysomonas 5， Polylψidomonas 1， Mallo-

monas 1の計4属17種類であった。(ホ神戸大・理・生

物，紳アラスカ営林局*紳アラスカ大)

(18) 能登谷正浩:紅漠ヒビロウドの培養

神奈川県三浦市昆沙門で1986年4月14日Iζ採集され

たヒビロウドの藻体から果胞子を得て室内培養を行っ

たと乙ろ，発芽体は盤状となり，四分胞子嚢を形成し

た。従ってヒビロウドの生活史はヒメヒビロウドと同

様に直立する雌雄異株の配偶体と盤状の四分胞子体を

世代交代する乙とが判った。

培養条件は温度25"C，照度2000lux--4000 lux，光周

期14時間明期， 10時間晴朗とした。培養液は GRUNu

改変培地を用いて週間ごとに換水した。

ヒビロウドの果胞子(直径 11.0ー 17.8μm，平均

14.1 f1m)は発芽して盤状となり，発芽後6週目，藻

体の直径は 1--2mm，最も厚い部分では約 70μm，

8-9層細胞に達した。発芽後8週目，藻体の表層の

細胞の所々に四分胞子褒(12.0ー15.5x15. 3-19. 3 

μm)の形成が認められた。放出された四分胞子(直径

8.8--9.6μm，平均 9.2μm)は発芽して，果胞子の場

合と同様の発生過程を示し，盤状の発芽体となった

が，四分胞子発芽後6週目，発芽体の表層細胞または

周縁細胞の多数から直立糸の発出が認められた。直立

糸は発出後4週日IC高さ約 1cm K達し，校上IC精子

褒の形成が認められた。その後3週間経過して，藻体

は高さ約 1.5cmIζ達し，精子褒形成の認められない

株lζ雌性器官様の細胞糸が認められた。

(青森県水産増殖センター〕

(19) 0飯間雅文・舘脇正和:内生緑藻アワミドリの

生活史と宿主海藻とのニ藻培養

内生緑藻アワミドリ BlastoPhysarhizopus REINKE (ミ



Jレ目，ケートシフォン科)は世界中に広く分布し，様

々な海藻lζ内生することが知られている。日本では時

田・正置(1948)が忍路産について，アカパ，ツルツ

ル，ペニスナゴIC:内生する緑斑病藻として報告してい

る。また本種の培養実験は S砧 RS(1966)が北米産で

単藻培養をし， 2及び4鞭毛の遊定子による無性生殖

のみの生活史を報告している。

本実験は，室蘭産アワミドリについて単藻及び種々

の海童話との二藻培養を中心iζ，生活史と宿主藻の選択

性を明らかlとするために行われた。生活史は北米産の

ものと一致し，さらに栄養生長は低温 (5"C)で完全

に阻害されるが高温(18-22"C)で著しく促進される

温度特性が明らかにされた。室蘭産の本藻の天然宿主

はツルツルのみであるが，二藻培養ではとの紅藻lζ対

してのみ速やかに着生し，組織への侵入がみられ，数

種類の紅藻iζ対しては長期筒培養のみ内生が認められ

た。しかし，他の多くの海藻の組織には全く侵入しな

かった。乙のととは，本種iζ何らかの宿主選択性があ

る乙とを示唆している。また，本種は宿主のツルツル

とその出現と消失期が一致している乙とから，季節的

な温度変化と発生生活史との関係を考察する。

(北大・理・海藻研)

(20) 小河久朗:タマハハキ毛クの仮根形成に及ぼす

温度と塩分の影響

温度(1O-25"Cの4段階)，塩分(12.9-58.3ルS

の13段階)がそれぞれ異なる条件下でタマハハキモク

の受精卵を培養し，乙れらが仮根の発芽，伸長，二次

仮根の形成l乙及ぼす影響について観察した。

仮根発芽:発芽は10，15， 20， 25"Cの温度とも塩分

が16.3-55.1ル s の範囲でみられた。 90~ぢ以上の発芽

率を示した塩分範囲は， 20， 25， 15， 10"Cの温度の順

に広く， 20"Cでは 19.4-48.6ルS，10"Cでは 38.9-

45.3ルsであった。

仮根伸長:伸長は温度が25，20， 15， W Cの順によ

く，各温度とも塩分が 32.0Y..Sのときに最もよい伸

長を示した。

二次仮根の形成:二次仮根の形成は温度が1O"C， 

15"Cでは 19.4-45.3声。S，温度が 20"C， 25"Cでは

16. 3-48. 6f.. Sの塩分範囲でみられた。仮線数が最も

多かったのは10"C， 15"Cでは 32.0ルS，20"C， 25"Cは

22.7-32.0ルsの低塩分の範囲だった。

仮根形成からみたタマハハキモクの混度，塩分の変

化i乙対する適応能は，アカモクに比べて大きい乙とが

わかった。(東北大・農・水産)
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(21) 大森長朗・ O根木由美子:エゾヤハズの四分胞

子発生に及ぼす tunicamycinの彫響

エゾヤハズの四分胞子を様今な濃度の tunicamycin

を含む櫨過海水溶液で培養した。

生存率，発芽率及び仮根形成率は tunicamycin に

より影響を受けなかった。しかし，直立苗の形成と仮

根の伸長は tunicamycinにより著しく阻害された。

Tunicamycinを含む培養液では，直立箇の形成が遅

れてくるが，培養15日後で直立苗を形成したものは，

1 mg/lの濃度では92.2%であった。 IOmg/1では14.2

%， 200mg/1では， 5.2%となり ，10mg/1以上の濃

度では，濃度が高くなるにしたがって，直立苗を形成

したものは少なくなっていった。仮根の伸長に関して

は， 0.1 mg/lの濃度で影響があらわれはじめた。 10

mg/l以上の濃度では，培養3日後で，その仮根の長

さは溜過海水中のものの 2分の l以下であった。

(山陽学園短大・生物)

(22) 0若菜勇・舘脇正和:J峰雄同巣の褐藻ヒパマ

タとエゾイシゲの人工受精

ヒパマタ科植物における近縁種聞の交配や，その雌

雄同巣種の受精の生理・生化学的研究の進展に不可欠

な技術である雌雄配偶子の分離と媒精の方法を開発し

した。

ヒパマタ (Fucusdistichus ssp. euanescens) とエゾイ

シゲ (Peluetia wrightii)の配偶子の放出誘導は ABE

(1970)の方法を改変してなされた。配偶子の放出を

自然海水中で行うと，精子と卵は造精器・生卵器の内

部細胞壁lζ包まれたまま放出され，その後細胞壁の一

部が破れ精子と卵は海水中に遊離され速やかに受精

を完了した。しかし，放出を EDTAまたは EGTA

(0.5mg/ml)を含む 1-4"Cに冷却した海水中で行う

と，造精器・生卵器の内部細胞壁の崩壊は進行せず受

精は限止された。乙の状態で雌雄配偶子はナイロン

メッシュを用いて分別され，さらに精子は遠心 (400

xg， 10min)してベレットとして得られた。分離した

精子と卵の遊離は，外液を新しい海水に交換する乙と

で容易になされた。混在した受精卵はトリパンブルー

(20μg/ml)を含む海水に懸濁して標識され，色素を

洗い除いた後，精子懸濁液を加えて媒精を行った。卵

600個/mlIC:対して精子6x105個/mlを等量加える条

件で，受精率は85-99.9%1ζ逮した。人工受精卵の初

期発生は，仮根形成率およびその形態において，未処

理で受精させた実験区と差異は認められなかった。

(北大・理・海藻研〉
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(23) 石川依久子:多核細胞性緑藻の胞子形成にお

ける細胞骨格の動態

多核藻体の細胞質が多数の胞子群IC分化するしくみ

は細胞骨格の誘導によるものと推測し，カサノリのシ

スト形成やパロニアの不動胞子形成等iζ関与する細胞

骨格の動態，チュープリンおよびアクチンのモノク

ローナル抗体を用い閑接蛍光抗体法によって可視的lζ

観察した。

多核細胞性緑藻の細胞質は細胞壁の内表面iζ沿う簿

層をなし内部は液胞で占められている。細胞膜とトノ

プラストに挟まれた細胞質は成長期には流動している

が，やがて葉緑体の密集した状態で停止し，流動を誘

導していた微小管やアクチン繊維は構造を失う。原形

質流動lとともなって移動していた核は極めて整然とし

た等間隔分布で停止する。カサノりでは核膜付近から

微小管が放射状にひろがり，それによってー核が支配

する細胞質領域が決定される。この細胞質領域はのち

lζ一個のシストとなる。一方，パロニア等では放射状

微小管は発達しない。両者とも密集した葉緑体間隙IC

アクチンの集積が認められ，胞子形成にいたる細胞質

の分割と球体化はアクチンの収縮によってもたらされ

るとみられる。カサノりでは微小管とアクチン繊維の

共同作業の結果としてー核をもっ等大の胞子が形成さ

れるがパロニアでは共同作業がおとなわれないため細

胞質の不規則凝集による多核不均一な胞子となる。両

者の分割パターンを比較し胞子形成における細胞骨格

の役割を論じる。(阪大・教養・生物)

(24) 0林逮之・前田昌徹:管状線衰の細胞壁マン

ナンの単離およびその性質

Codiumなどの細胞壁のマンナンを可溶化する適し

た溶媒が知られず，との単離精製は困難であった。パ

ラホルムアルデヒド (PF)，あるいは Nーメチルモル

ホリンーN-オキシド (MMNO)の系によってセル

ロースが可溶化される最近の成果を種々の水不溶性多

績に応用できた。またトヨパールゲルを高速液クロ

(HPLC)の系Iζ利用して，ジメチルスルホキシド (D

MSO)など非水系の移動相によるゲル炉過 (GFC)

を簡便に行う乙とができた。乙れらの結果を利用して

Codiumのマンナンを分子サイズの等しい多糖として

精製を試みた。

まず18種の水不溶性多糖IC対し，セルロースの可溶

化条件を応用しそれらの溶解性の比較を試みた。 Codi・

11mの細胞壁からマンナンのE匹敵は， MMNO系より

も PF系による場合が適していたのでとの PF溶液を

トヨパールゲルで DMSOによる中圧分取タロマトグ

ラフィーを行った。

Codium はミクロフィプリルの段階では，加水分解

後多量のマンノース以外に少量のグルコースなどの杏

在が認められたが，その HPLCによる分取では，高

分子側(約20万)と低分子側(約5千〉に2種のピー

クが認められ，各々を再クロマトグラフィーによって

いずれもマンノースのみを構成単糖とする分子量的に

均一な多糖画分を得た。乙のように得られた純マンナ

ンの微細化学構造についてさらに検討を行った。

(埼玉大・理・生化)

(25) 0本村泰三・阪井興志雄:コンブの卵は鞭毛を

持っている

SAUVAGEAU (1915)が Saccorhizaの生活史を発見し

て以来，コンブ自の有性生殖は無鞭毛の卵と 2鞭毛の

精子との受精iとより行われる (oogamy)と考えられ，

その点については誰もが疑いをはさまなかった。演者

等はミツイシコンプを中心に卵細胞の微細構造を詳細

に調べた結果，乙の卵は少なくとも放出されるまでは

2本の鞭毛を有している乙とが判明したので報告す

る。

コンブ卵の鞭毛構造は，褐藻植物のそれと比較する

と，次のようないくつかの特徴が見られる。 1)mastigo・

nemesが観察されない。 2)2つの basa!bodies (鞭毛

基部IC分化した centio!e，すなわち basalp!ateを有

する)が 400nm程度離れている。普通褐藻植物の遊

走細胞の 2つの basa!bodiesの配列は決っており，後

鞭毛の basa!bodyの底が前鞭毛の basa!bodyの基

部側面lζ約 110・の角度で接している。!)， 2)の事実

lζより前・後鞭毛の区別がつかない。 3)通常の遊定細

胞に見られる様な微小管の rootletsystemsは観察され

ず， basa! bodiesの回りに数個の電子密度の高い物質

(MTOCs)が散在し，そ乙から微小管が伸びている。

4)2本の鞭毛は卵が生卵器より放出される際に引きち

ぎられる。

以上の乙とから，コンブ類は典型的な異型配偶子接

合 (anisogamy)を行っていたものから変化してきた

と考えられる。なおコンプ目の他の種類についても観

察結果を報告する予定である。(北大・理・海藻研)

(26) 金築祥子・堀輝三・井上勲・干原光雄:プ

ラシノ簿 Pterospermacristataonの細胞分裂

の微細構造



細胞分裂の前駆現象として，まず鞭毛および鞭毛装

置の複製と薬縁体の二分裂が起る。二つの娘鞭毛装置

はそれぞれ核分裂の極を形成する。

〔前期〕中間期に腎臓形(鞭毛を含む断面像で)の細

胞の一方i乙偏在する核は，複製を完了した鞭毛基部集

団のある細胞中央iζ移動する。鞭毛基部に面した側の

核膜i乙胞状化が起り，基部の周囲から核l乙向けて微小

管が伸びる。

〔中期〕細胞の伸長lζ伴なって，極として機能する娘

鞭毛装置の分離が進行する。赤道面lζ位置する染色体

群は胞状化した核膜で包まれている。それに向かつ

て，両極から多数の微小管が核膜の破れを通って染色

体i乙伸びる。

〔後期〕細胞の伸長に伴なう極(=娘鞭毛装置)間距

離の拡大と染色体系の短縮の両者の作用によって染色

体の分離が行なわれる。本藻i乙は極関を結ぶ連続糸の

寄在は認められない。

〔終期〕ちぎれるようにわかれた二つの娘核の核膜

は，それまでの胞状化状態から早い速度で中間期の核

膜の状態を回復する。細胞は細胞膜の収縮によって二

分され，分裂を完了する。(筑波大・生物)

(27) 鍋島崎信:石膏ポールによるノリ養殖セット内

の海水波動量測定について

漁場l乙見合う養殖セット規模を検討するため，ノリ

の生長や品質iζ集積的な影響を与える海水流動量を測

定する必要がある。

高価な測機を用いず多定点を同時に測定できる石膏

ポール法i乙着目し，ボールの製法や測定法を改良し，

流速と減量の関係を高めた。

また従来の流動量を減量で比較する方法を発展さ

せ，単位時間当りの減量を流速に換算する等価流動量

により，セット内の流動量の比較を誠みた。本法lとよ

り漁場の流動量を測定し，実状にあう結果を得たので

報告する。

債流速水槽を用い，単位時間当りの流速と減量の関

係を定式化した。また現場の養殖セ・yト内の定点に石

膏ボールを5個ずつ垂下し， 24時間後の減量から等価

流動量を推定した。

恒流速水槽での単位時間当りの流速と減量は非常に

高い相関を示し，減量を等価流動量l乙換算して用いて

も妥当性は高いと考えられた。漁場での調査ではセッ

ト中央定点とその外縁の定点との聞に，好天時には減

量l乙有意差がみられる定点が多いが，荒天時にはセッ

ト中央まで流動が高められるため，中央と有意差のみ
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られる定点は少なかった。流動量は沖セットで高く，

他のセットで遮蔽された位置にあるセットでは低く，

漁業者からの聴取調査結果とも一致した。(大阪水誠)

(28) 0大野正夫・ C.OROSCO : Eucheun畑(キリ

ンサイ属)の養殖について

カラゲーナン抽出の原藻である Eucheuma属の仲間

は，熱常域の海藻養殖種として広く用いられている。

最近は，生産量が需要を満すようになり， Euch印刷

養殖の大きな課題は，より効率良く生産を高める乙と

があげられている。

筆者らは，フィリピンの Eucheuma養殖場での調査

や，インド洋，モーリシャス島で Eucheumaの養殖誠

験を行ない，土佐湾でも夏期 E.striatum E. cotlniiな

どを用いて，生育条件の実験を行なったので，乙れら

の結果について報告する。 Eucheuma養殖場は，サン

ゴ礁湖内の海草やホンダワラ類が繁茂しているととろ

が選ばれる。

乙れはウニや魚類による食害や浮泥の付着を軽減す

るためである。モーリシャスで E.striatumを用いた

実験では，誠料は，砂底の海中よりも海草群落やサン

ゴ群落の中iζ固定したほうが，色調も良く，正常な生

長がみられた。生長速度は，水温によってかなり違い

がみられる。 Euch印刷養殖場の水温は27-30"Cであ

るが，土佐湾での実験でも E.s triatu m， E. /，0 ttonii両

種とも29"Cで，それぞれ最も高い日間生長率6.78~ぢ，

4.83%を示し，温度の低下とともに急激に生長は遅れ

た。現在 Eucheuma養殖は支柱養殖法であるが，土佐

湾の生長実験で，透明度の水深まで生長速度に大きな

差異が認められないので，採取や食害対策から float-

ing養殖法を検討する必要があろう。

(高知大・海洋生物センター)

(29) 0四井敏雄h 右田清治紳・平戸雄一柿:緑藻

ミルの管状糸再生を利用した養殖

ミルでは胞饗を分離培養すると容易に管状糸(髄層

をなす糸状の細胞)を増殖させる乙とができる。室内

で培養した管状糸をカミソリ等の刃物で切断し，クレ

モナ糸やノリ網に付け，長崎県野母港内l乙設置した筏

から垂下して養嫡を試みた。

海に入れた管状糸は胞褒を形成し，その数が増加し

てミル体に発育した。野母港において毎月 l回管状糸

を付着させたクレモナ糸を垂下してミルの発生，生育

状況を調査した結果，ミ Jレ体は6月-9月l乙垂下した

ものでは生育せず， 10月-5月lζ入れたものでは出現
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し，特に11月と12月に垂下したもので発生数が多く，

生長も良好であった。

なお，ミ Jレ以外l乙ハイミ Jレ，ナガミ Jレ，クロミル，

ヒラミ Jレ，ネザシミルなど他のミル属の種でも同じ方

法で務体の発生がみられた。

(*長崎水霊式**長崎大・水)

(30) 0右閏清治・島松富樹:体再生による数種海蕩

の蓑殖試験

樹木，草花など陸上植物では挿木，接木など体再生

による繁殖が広く利用されている。のりのフリー糸状

体やワカメの国偶体の培養など一部で体再生が用いら

れてはいるが，海藻での利用例はきわめて少い。そと

で，体再生を利用した海藻の養殖を試験してみた。

材料として緑藻のミル類，褐藻のハパノリ，フクロ

ノリ，カゴメノリ，紅務のマクサ，オゴノリ，ムカデ

ノリ，ツルツル，ベニスナゴ，マツノリなどを用い

た。

ミJレ類では管状糸，ハノマノリなどでは糸状の配偶体

をミキサーなどで切断し，クレモナ海苔網に付着させ

海l乙垂下したところ，多数の藻体の発生をみた。ムカ

デノリ，ベニスナゴ，ツルツルなど殻状の座で越夏す

る種類では，培養で座を簡単に増殖させ得るので，そ

れを貝殻を海苔網lζ付着させ，海で養殖したと乙ろ，

多くの藻体が発育した。そのほか，再生の形態や生態

についても報告する。(長崎大・水産)

(31) 0前川行幸・喜田和四郎:褐藻アラメおよびカ

ジメ幼体の光合成特性と日補償点の推定

三重県志摩半島沿岸のアラメ・カジメ群落につい

て，幼体の光合成一光関係，生育場所の光環境，日射

の日変化等を測定し，日:補償点を推定するためのモデ

ル式を作り，両種幼体の光環境からみた生育限界を解

明しようと誠みた。

さまざまの場所から採取されたアラメ幼体21個体，

カジメ幼体13個体について光合成一光曲線を求めた。

光合成一光関係，生育場所の相対光強度，日射の日変

佑等から一日の純生産量を求めるモデル式を作り，日

補償点を推定した。推定された日補償光強度は，海面

i乙対する相対光強度で表わされ，アラメ幼体では約

1. 29ぢ，カジメ幼体では約0.6，杉であった。また，幼体

の生育する現場での光環境を知るため，群落底部の光

分布を測定した。その結果，同様に相対光強度で表わ

すと，アラメ幼体では 1-1.5%， カジメ幼体では約

O. 6%以上の場所に生育しており，モデル式から推定

した値とよく一致した。

以上の結果から，カジメはアラメ i乙比べより弱光iζ

適応しており，アラメは浅所に，カジメはアラメに比

べより深所lと分布する。乙のように両種の生育水深の

違いを，光合成の面から日:補償点の差として明らかに

する乙とができた。(三重大・水産)

(32) 0高坤山・梅崎勇:ウミトラノオとアカ毛

クの昼間光合成に関する研努

高日射先下の昼間光合成は植物プランクトンにおい

ては非対称的な変動(午前には高く，午後には低く)

を示すととが認められているが，海藻についての報告

はほとんどない。

とζでは，ウミトラノオとアカモクを用いて，密閉

透明パイプと不透明パイプを通った水及び適らない水

の溶存酸素量をウインクラ一法により測定して，その

蓑から昼間光合成及び暗呼吸を求めた。

ウミトラノオ及びアカモクの両種共，高日射光下で

は午前には光合成が高く，午後には低かった。つまり

同じ光合成有効照射においても午前の方が午後より高

かった。低日射先下ではζのような差異はほとんど見

られなかった。昼の暗呼吸は夜の暗呼吸より高かった。

室内照明下で，午前と午後との光合成一光曲線を比較

してみると，高日射光でのサンプルでは大きな差が認

められた。しかし，低日射光下でのサンフ。ルではその

差異が認められなかった。(京大・農・熱農)

(33) 太田雅隆:温排水による海藻植生の変化につい

て

近年，臨海域における大規模な取排水を伴う発電所

の設置及び集中化が，周辺海域の生物的環境に影響を

及ぼすととが懸念されている。このような乙とから，

日本海西部の外海に面した発電所の放水口周辺におい

て，温排水による昇温域の内外に生育する海藻類の植

生調査を継続してきた。その一環として，放水口周辺

の水深 3m以浅に16カ所のエリア(1x5m)を選定

し，各エリア内の5個の方形枠(1xl m)に出現した

海藻類の被度を測定して，その種類数，多様度指数，

類似度指数と水混との関係について検討した。その結

果，環境水温の高い1984年9月には，昇湿幅が3-4"(;

以上になる浅い場所で自然植生との類似性の低い所が

一部l乙認められ，昇湿幅が約5"(;以上の場所では，多

様性，種類数も少なく，緑藻類のシオグサ属 (Clado・

thora st.)，褐藻類のマタザキクロガシラ (Sthacelaria 

variabilis)等特定種の優占する傾向が認められた。 ζ



のような植生変化を示した場所は放水口から離れるに

従って浅くなり，放水口中心部から約 350m離れた

エリアが最遠部で，その水深範囲は約 0.5m以浅で

あった。一方，同年3月には，乙のような植生変化を

示す場所は9月より限定され，約 220m離れたエリ

アが最遠部で，その水深範囲は約 0.5m以浅であっ

た。(海生研)

(34) 藤田大介:植食動物の摂食活動に対するエゾイ

シゴロ毛の抵抗性

無節サンゴモ類は(1)藻体の石灰イι(2)表層の存在，

(3)埋没型生殖器巣の形成，などの特性を有し，植食動

物の摂食能力l乙対する抵抗性を獲得して進化してきた

分類群と考えられている。演者は北海道南西岸の磯焼

け地帯でエゾイシゴロモが繁茂する原因を明らかにす

る目的で，キタムラサキウニ(同沿岸の優占種)及び

ユキノカサガイ(無節サンゴモ類を主食)の摂食活動

が本種lと及ぼす影響とそれに対する抵抗性を調べた。

キタムラサキウニは5本の歯で摂食し，表層の範囲内

でまばらな損傷を与えるのみである。乙れに対してユ

キノカサガイの場合には6列の歯が並ぶ歯舌で摂食し

て密な損傷を与え，同じ場所を繰り返し摂食する乙と

もあって中層上部にまで達する。乙れらの損傷部では

新たな表層細胞の生産及び中層の再生が起こって10目

前後で被食前と区別がつかなくなる。また本種を20"C

30W/m2で培養してユキノカサガイに摂食させ，摂食

前，摂食直後，再生後の 3時点iζ呼吸・光合成活性を

測定したと乙ろ，摂食直後には呼吸速度が増大し再生

後に回復したが，純光合成速度はほとんど変化がな

かった。以上の乙とから本種は少なくとも上記2種の

植食動物の摂食活動に対して抵抗性を有し，その理由

としては冒頭に述べた諸点のほかに，中層上部の同化

組織が厚く高い再生能力を有するととが重要な役割を

果たしていると考えられた。(北大・水産・植物)

(35) 井麓康文:琉球列島における無節サンゴモの深

度分布について

琉球島石垣島米原沖の卓礁において， hard suhstra-

tum上に豊富に生育する無節サンゴモ 6種 (Neogonio・

lithon fosliei， Neogoniolithon sp. A， Paragoniolithon con-

icum， Porolithon gardineri type B， P.onkodes， Litho-

phyllum insiPidum) Iζついて，その深度分布を調査し

た。

調査は水深 1，5， 10， 15， 20， 25， 30 m の各水深

において， 25cmx25cmの quadrateを40個設定し，
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各種のみられる quadrateの数を測定した。水深 33m

では 20quadratesのみを調べた。

その結果，P. onk(ldesと L.insiPidumは水深 20m

付近を分布の下限深度とし，Neogoniolithon sp. A と

P. gardineri type Bは水深 25m以浅に生育する一方，

N.foslieiと P.conicumは調査水深域内l乙分布の下限

深度をもたない乙とが明らかになった。これらの種は

沖縄本部半島沖の瀬底島でも同様の分布様式を示して

いる。

ζれにより，現在の琉球列島沿岸の無節サンゴモ群

落を Community I-illの3つに区分した。

乙の‘サンゴモ深度計'は，琉球列島に分布する第

四紀更新世のサンゴ礁複合体堆積物である琉球層群

(琉球石灰岩)の堆積深度の推定に有用性が認められ

る。(東北大・理・地質)

(36) 池原宏ニ:初夏の山陰海域における涜れ藻の出

現種

5-6月の山口県や島根県沿岸，及び島根半島から

200km沖合の流れ藻l乙プリ稚魚が付随しており (池

原 1984)， 前者の海域では漁獲して養殖を行ってい

る。山陰海域における流れ藻の研究は隠岐島周辺の千

悶(1962)と吉田(1963)の報告があるにすぎない。

そζで1983年6月に山陰沿岸域から沖合にかけて流れ

藻の調査を行った。

流れ藻はジョロモク，ヤツマタモク，アカモクなど

18種のホンダワラ類が流れ藻全体の99.5%以上を占

め，佐渡海峡の96.9%(池原・佐野 1986)に比べや

や多い。流れ藻 l塊のホンダワラ類は島後水道と山除

沿岸では主l乙5-12種，距岸 200km沖合ではアカモ

クの単 l種，又は 4-5種で少ない。最も多く採集さ

れたのはヤツ 7 タモクとアカモクである。

ヤツ 7 タモクは山陰沿岸では流れ藻全体の33-45%

島後水道では15%，沖合では 3%占めていた。ヤツマ

タモクは初夏に北九州や佐渡海峡では28-29~ぢ(吉田

1963)，隠岐島周辺では40-45~ぢ(千田 1962，吉田

1963)と多い乙とから，初夏の山陰沿岸の代表種とい

える。アカモクは沖合では83%，島後水道では54~ぢ，

山陰沿岸では16-37%占めていた。同一時期に沿岸と

沖合の流れ藻の主要な構成種が異なっており，乙の要

因と輸送について環境との関係から検討をした。

(日水研)

(37) 0木村 匡・大野正夫:土佐湾におけるヒラネ

ジ毛クの生態について
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ヒラネジモクは，太平洋岸の房総半島から九州に

かけて分布していると言われ YOSHIDA& KONNO 

1983)，潮間帯下部から以深，水深 2-3mの狭い範囲

に密生する特長がある。そ乙でヒラネジモクの繁茂状

態を知るために，土佐湾・須崎において1985年 l月か

ら2カ年にわたって，周年調査を行った。

調査は，ヒラネジモクの生育層の上限部，中間部，

下限部の 3層において 25x25cm2の枠内の定量的な

採集を行ない，藻体の主校長，個体重量，現容量の測

定とともに，生殖器床の出現などを含む藻体の形態観

察を行った。

ヒラネジモクは，夏期7月から 9月にかけて務体の

伸長が著しいが，平均主校長が最も高い値になったの

は，中間部で11月に 30.01土5.01cmであり，上限部

と下限部はいくぶん低い値を示した。また下限部は，

上限・中間部に比較して伸びが速く， 8月iζ最大伸長

期に達していた。

生殖様床は， 9月末から出現がみられ， 11月には，

多くの藻体で卵の放出が観察された。冬期に入って主

枝は先端が消失し，葉部も脱落してゆくが， 2月頃か

ら新しい個体が出現し，前年の個体と入れかわった。

4月lと入るとほとんどが新しい個体群になり，平均主

枝長は，最も長い下限部で， 6.26土2.35cmであっ

た。(高知大・海洋生物センター)

(38) 0角田修次ペ長総哲斉ヘ長谷栄三件:異なる

条件下で生成したユーグレナのパラミロンの分解特

性 (2報)

ユーグレナ細胞のパラミロンの分解要因としては

光，豊富素源(アンモニウム塩)が報告されている。

1970年 DWYER& SMILLIEは暗培養細胞の光照射に

よってクロロプラストが形成される際に急激なパラミ

ロンの‘光分解'現象を観察した。一方，北岡のグ

J レープ(1977)は定常期初期(暗培養，光従属栄養条

件下培養)の段階で，新たに窒素源を添加するとパラ

ミロンの急激な分解が起乙るととを見出だした。そし

て， SMILLIE らの‘光分解'の過程lとは‘窒素源分

解'の現象が含まれている可能性を示唆した。

今回，我々は異なる培養条件で生成したパラミロン

について，その分解要因を検討した。その結果，光合

成的条件で生成されたパラミロンは窒素源添加によっ

て，速やかにその分解が起乙るが，光照射による分解

は全く見られなかった。一方，暗所従属栄養条件下で

生成されるパラミロンlとは光による分解が見られ，

宣告素源添加と光照射を同時に行うと，更に顕著なパラ

ミロンの分解が起乙ることが判った。しかしながら，

窒素源の添加のみでは，パラミロンの分解は見られな

かった。以上の結果から，ユーグレナ細胞は培養条件

により，生成するパラミロンの分解特性が異なる乙と

が判った。 ぴ東医大・微生・紳帝京大・医)

(39) 江原友子*，小笠原豊*，長総哲斉ペ三原佐代

子紳，長谷栄ニ帥*:同調培養クラミド宅ナスの葉

緑体核様体の観察

クラミドモナスの細胞集団の増殖は極めて良い同調

性を示し，かつ CeIlCycle Iζ伴う微細構造および，

多彩な生理化学的性質の変化が起乙る乙とが報告され

ている。われわれは明暗法(12: 12時間)により，同

調培養された Chlam)柿 monasreinhardiの細胞集団の示

す無性生殖環における葉緑体核様体の形態を DAPI

染色一高分解能蛍光顕微鏡によって経時的に観察し

Tこ。

葉緑体核様体を DAPI蛍光染色する際には，グJレ

タールアルデヒド前固定が必要である。しかし，従来

からクツレタールアルデヒドの固定濃度について詳細な

報告は見られない。われわれはクラミドモナス固定の

際のクツレタールアルデヒド濃度の検討をした結果，

0.3%以上にするとクラミドモナスの業縁体核様体の

形態は CelICyc1e中，全てか粒状の人工像を示す乙

とが判った。そして， 0.1%が至適濃度であるととを

見出した。その結果， CeIl Cyc1eの過程で，ダイナ

ミックな葉緑体核様体の形態変化が観察され， Cell 

Cyc1eの初期および中期(明期の後半)には葉緑体核

様体が紐状になり，一時的にピレノイドを取り閥む。

その後，速やかにピレノイド周囲から離れながら分断

され数を増し(糸屑状で染色性が弱くなる)，細胞質

全体に分散する。 Cytokinesis終了近くになると，葉緑

体核様体は再び，か粒状になり24時間で4個の娘細胞

が放出される乙とが判った。

(*東医大・微生**東大・応微研，紳*帝京大・医)

(40) 0長島秀行・福岡育二郎:葉緑体ヌクレオイド

からみたイデユコゴメの系統

温泉藻イデユコゴメ Cyanidiumcaltlariumは，古く

は藍藻，緑藻，そして最近は紅藻，灰色藻などに分類

されてきた。イデユコゴメには RK-l型と M-8型と

いう二つの型があり，細胞の大きさ，内生胞子数，同

化物質や脂質組成などが異なり， M-8型は別属と考

えられている。

細胞を DAPI染色後，蛍光顕微鏡で見ると，細胞



核のほか葉縁体ヌクレオイド(核様体， DNA領域)

の形態を観察する乙とができる。イデユコゴメ RK-l

型は卵型の葉緑体の中心部に棒状のヌクレオイドがあ

る。同様に，藍藻細胞は中心部lζヌクレオイドをもっ

ているので，ちょうど RK-l型の葉緑体と相同的で

あるが，詳細にみると，藍藻の種類によりヌクレオイ

ドの形態は異なる。それに対し，イデユコゴメ M-8

型は不定型の葉緑体の周辺を囲むように環状のヌクレ

オイドをもっている。乙のタイプのヌクレオイドは褐

藻や珪藻など黄色植物 chromophytaの葉縁体にみら

れる。紅藻の葉緑体ヌクレオイドはその周辺iζ頼粒状

に分布し， M-8型とはやや異なっている。クロレラ

などの緑穫では，業縁体内に頼粒状lζ分散しており，

イデユコゴメ両型とも異なっている。これらの観察結

果などから，イデユコゴメ両型の系統について考察し

たい。(東京理科大・理・生物〉

(41) 渡辺健之:藍藻スチゴネマ科の新浮遊性穏につ

いて

福井県三万五湖より採集された浮遊性藍藻，Raphid-

iots.お類似の藻を培養したととろ，少数のトリコーム

に真の分枝が認められた。試みた種々の培養条件の中

で，蒸溜水の半量を海水でおきかえて調製された培地

中で最も多くの真分校が出現した。また，本藻は通常

の浮遊性藍藻用培地中で異質細胞を形成しないが，窒

素を欠く培地中で多数の異質細胞を形成した。乙れら

の特徴は本藻がネンジュモ目の RathidiopsisI乙属する

ものでなく，スチゴネマ自の一員である乙とを示して

いる。本務の示す形態学的特徴を報告し，その分類学

的位置について論議する。

(国立科学侍物館・繕物研究部)

(42) 0藤井修平・山本良一・高田英夫:単細胞緑藻

ドナリエラの Mg塩環境下における生長に及ぼす

力ルシウムイオンの影響

ドナリエラは，幅広い濃度の NaCl環境下で生長で

き，その際主にグリセロールを利用し浸透調節を行う

好塩性の単細胞緑藻として知られている。これまで私

達は， 6種 7株のドナリエラを用い，いろいろな塩環

境下における生長を調べ，その内の 2種が NaCI環境

下と同様に MgSO.環境下でもよく生長する・乙とを明

らかにした。 MgSO.環境下での生長は， CO2濃度iζ

強く依存し静置培養では NaCI環境下で¢生長と比べ

その速度は小さい等の特徴を示した。しかしながら，

MgCI2や Mg(N03)2 環境下では全く生長を示さな
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かった。一般的に， Mg2+ と Ca2+は括抗的i乙作用し

あうととが知られている。従って， Mg塩環境下での

生長は，培地中の Ca2+濃度lζ影響される可能性があ

る。そとで今回，D. tartiolec taの生長iζ及ぼす Ca2+

の影響を調べた。その結果，培地中の Ca2+濃度の増

加に伴い NaCI環境下では生長速度の低下が見られ

た。しかし， MgSO.環境下では生長の促進がみられ

た。乙の結果は，生長l乙至適な Ca2+濃度が異なる乙

とを示している。さらに，時吸や光合成などの生理過

程IC及ぼす Ca2+の影響iζ関し，現在検討中である。

(帝塚山短大)

(43) 日野修次:淡水産藻類に対する塩素イオンの影

響ー短時間でおきる生理活性状態の変化について

ある種の重量類は淡水，海水のどちらの環境にも成育

可能である (VVA~ANABE & ICHIMuRA，1977)が，大多

数の淡水産藻類l乙対して海水，つまり塩素イオンは浸

透圧ショックや成育限害効果を示すのが一般的であ

る。しかしながら，網走湖(中村ら， 1980)や宍道湖

("1上， 1982)などの汽水湖においては淡水産藍藻で

ある Anabaenaspiroidesや Microry:;tisaeruginlJsaなどの

水の撃が出現する乙とが報告されており，その湖水の

塩分濃度変化や成育種の塩分耐性に関連しているもの

と考えられる。

本発表では， NaCIの添加による塩素イオンの藻類

lζ対する成育阻害，特に Adenylatepool量や Acny-

late Energy Charge値の変動など短時間であらわれる

細胞内の生理活性状態の変化について，北海道内の汽

水湖や淡水湖から分離培養した水の撃を形成する淡水

産藍藻である M.aeruginosa， A.ゅiroides，Aphanizomenon 

flos-aquaeおよび，それらの水域に成育する自混合系

の藻類(主として珪藻類や藍務類)を対象として行な

った結果を報告する。(北海道公害研・水質)

(44) 渡辺信汽竹内裕一紳，高村典子紳:付着珪

藻 Achnanthesm伽 uti，調印胞の重金属耐性一

銅イオンについて。

付着法務 Achnanthesminutissimaは重金属汚染河川

IC出現する最も代表的な藻類であるが，その重金属耐

性機構はまだ不明のままにある。本講演では，秋田県

小坂川の重金属汚染水域より分離培養した本種の培養

株の銅耐性について行った実験結果を報告する。

A. minlltissimaの増殖限害因子として作用するのは

全銅ではなく，イオン化された状態の銅 (Cu2つであ

る乙とが判明し，その増殖速度は Cu2+濃度の一価関
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数として次式で示すことができた。

μ=μmin+千時持
とこでμは培殖速度， μmaxは最大増殖速度， μ皿 in

は増殖速度の最低値， aは 11.4 X 1010 mole-2 • P， 

(Cu2+)は Cu2+の濃度 (mole.1吋)である。 A.minll-

伽 imaの増殖の半阻害 (μ=也平山)を与える

Cu2+ はlO-S• S M であり，他の藻類と比べて極めて高

く，本種が銅耐性である乙とが定量的にも明らかと

なった。また A.minutissimdの細胞内には Cuは極め

て少く，ほとんどは溶液中に残寄するか，細胞殻に付

着していた。乙のととより ，A. minutissima には Cu2+

が細胞内に侵入するのを防御する機構あるいは侵入し

た Cu2+を細胞外へ除外する機構を有することによっ

て，強い Cu2+耐性を保持していると考えられる。

(キ国立公害研・水質**国立公害研・生物)

(45) 0清沢弘志・渡辺泰徳:木崎湖における Ana-

bαena macrosporaの増殖に対する制限要因

木崎湖では， 1982年と1983年に，藍藻の A.macro-

rpora KLEBAHNが，夏季lζ104cel!s/mlと高密度なプ

Jレームを形成した。しかし， 1984年以降，このような

プルームが認められなくなった。

水温や日!照等は，増殖に影響する要因と考えられる

が，各年の気候に大きな違いはなかった。演者は，本

藻の増殖を制限した要因として，栄養塩である窒素

(N)とりん (P)，および微量元素に着目し，湖水へ

の添加実験lとより解析を試みた。方法は，試験藻類と

して野外より採集したプランクトンあるいは単離した

本藻を用い，木崎湖湖水炉液i乙接種後， N・p・微量元

素 (PIV金属混液)を単独または同時に添加し培養し

た。培養は20"C， 2000 Lux条件下で行ない，経時的lζ

現存量を光合成活性の測定を行った。

その結果，野外より採集したプランクトンは， 6月

ではNとPの両者lζ8月にはPによって増殖が制限さ

れていたと推定された。本藻の場合， 5月6月7月の

いずれの湖水でも， NまたはPのみの添加による増殖

促進効果は低く， PIVを単独あるいはNとPを同時!C

添加した時に増殖促進効果が認められた。 PIVの成分

のうちでは， Moまたは MnをNとPと同時に添加し

た時に顕著な増殖を示した。乙れらの結果から，本務

が増殖にとって， N.Pなどの多量元素のみでなく，微

量元素の存在が重要であることが判明した。

(東京都立大・理・生物〉

(46) 0大石英明人矢野洋紳・伊藤裕之料・中原

正展紳:Chromulina rosanoffii (黄金藻)に

よる水の華

兵庫県三木市志染町lζ天台系の山伏の寺と知られる

伽耶院がある。との寺の境内にある池の水面が黄金色

IC輝いているとの報告を得て， 1986年2月26日に調査

を行った。

光学顕微鏡による観察から，との生物は細胞の形が

球形から卵形をしており，細胞内l乙I個の黄緑色をし

たカップ状ないし帯状の色素体を持ち本の鞭毛を

持った，微細藻類であった。細胞の長さ約 3-7μm，

幅 3-6μmであり，鞭毛の長さは体長の 1-1.5

倍あり，黄金藻の Chromulinarosanof.ρ(WORRN.) 
BUTSCHLI と同定された。

また，透過および走査電子顕微鏡により，その内部

構造，それに表面構造を観察した。

さらに，本種を単離し， Ur-l培地(木村，石田

1985) を用いて培養を行い， シストおよびパルメラ

状態の形成を観察した。

以上の調査および実験結果について報告する。

(*神戸市環境保健研，神神戸市水道局)

(47) 0斎綴捷-*.市村治人古川一夫*.横山朝

子**・福士正一件・清水 透*料・日野修次材料:

津軽十ニ湖湖沼群の陸水生物朝包研究(予報)

津軽卜二湖湖沼群は青森県の南西部に位置し，大小

数十{聞の湖沼からなる山間地の湖沼群である。これら

の湖沼群は水源が同一で互いにつながっているのにも

かかわらず異なった性質を有する数個の湖沼から構成

された数群に分けることができ，その上i乙各々の群が

それぞれの特徴を有する複湖沼群である。

本湖沼群は1930年代前半l乙吉村・木場による夏季閣

の水温・溶存酸素の垂直分布などの物理的，化学的特

徴lζ関する報告があり，また1940年代前半ILは，小久

保・川村によって動植物フ。ランクトンなどの生物学的

な報告がなされている。しかしながら，その後には本

湖沼群の通年観測はもとより夏季間の観測例も少な

し冬季間の結氷下での生物相や水層構造，湖沼水質

の変化，およびそれにともなう生物相の変化について

はほとんど調査研究が進んでいない。

演者らは， 1986年7月より本湖沼群の水質，生物

相，特lζ植物プランクトン群の季節的遷移および過去

との比較についての調査研究を開始した。現在のとと

ろ調査および研究は継続中であるが，本大会において



その結果の一部を報告する。(キ引前大・教育**背森

市役所*料水処理研**料北海道公害研)

(48) 0半田信司*・中野武登料:帝釈川および福桝

川(広島県)の付着珪藻類組成

広島県北東部に位置する帝釈'"とその支流にあたる

福桝川の 5地点において， 1985年8月-1986年4月に

かけて 4回付着珪藻類組成を調査し，主成分分析によ

る解析を行った。

解析の結果，帝釈川 (5t.I-3)と福桝川 (5t.4，5) 

が，第2主成分によって明瞭に類別された。福桝川を

特徴づける種は，Achnanthes convergensをはじめ，

Achnanthes minutissima， Cymbella silesiaca， C. turgidula 

など広島県内の他の河川でも優占する種であった。一

方，帝釈川を特徴づける種は， (の~y加y刊川'リ哨11帥7

h似us巾tedρti“i，Navicula margalithiiなど広島県内で報告され

ていない種が多く， 優占種となっていた Achnml thes 

conJergensも帝釈'"では両端が細くなるタイプのもの

であった。両河川で付着珪藻類組成が奥なっているの

は，帝釈川が石灰岩地帯を流れていることによるもの

と思われる。なお，帝釈川でみられた Achnanthescon-

vergensのタイプは，通常の種と中間的なタイプがみ

られず，別種とされる可能性がある。

このほかに，第3主成分で季節変化の因子が，第4

主成分で 5t.3を類別する因子が抽出され，それぞれ

を特徴づける葱が抽出された。

ゲ広島県衛連，紳広大・理・植物)
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(49) 0大谷修司・神田啓史:南極産欝類Grimmia

lawianaの付着藻類

大陸氷縁1;:::発達するモレーンや構造土などの氷河地

形と深く関わった分布をする Grimmiala1i:iana群落の

付着藻類を調べ，採集地点ごとに種組成と出現頻度を

比較した。材料の蘇類乾燥標本は，昭和基地周辺の宗

谷海岸とプリンスオラフ海岸の露岩地帯，及び昭和器

地より西南西に約 700km離れたセールロンダーネ山

地より採集された。大陸氷縁l乙分布する G.lau:iana群

落の付着藻類相は概して貧弱で，標本どとの出現種数

は 1-3の場合が多く，組成的量的に藍藻類が大部分

を占め，Nostoc sp.， Stigonema minutumが優占した。

その他としては，微小な緑藻類が数種類見られる程度

であった。水分条件の良い蘇類群落lζ出現したチリモ

類や珪藻類が出現しないこと，厚い粘績を持つ藍藻が

優占する乙とから， G.lall'ianaの分布する大陸氷縁は

水分条件の厳しい地域と考えられる。一方レンド

ポークスヘッタの大陸氷から離れた海岸近くに分布す

る群落では，藍藻の Gloeocapsamagmaが優占し，セ-

Jレロンダーネの雪烏の飛来する地域の群落では，大陸

氷縁の群落lこ比べ磁務の種類が多い傾向があった。ま

た，ストランニッパの滝や沢の近くに生育する群落で

は，藍藻類が群落表面をほとんど覆ってしまう場合が

あった。このように G.lalciana群落の付着藻類の種組

成や付着量は，地域によって異なっており ，G.la u:iana 

群落の水分条件や栄養条件に影響されると考えられ

る。(国立極地研)






